
弓 道 な が の

現
代
弓
道
は
青

少
年
か
ら
高
齢
者

ま
で
広
く
親
し
ま

れ
、
全
日
本
弓
道

連
盟
の
登
録
者
は

平
成
十
六
年
度
に

十
三
万
人
を
超
え

て
以
来
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
平
成
二
十
年

度
で
十
三
万
七
千
人
余
り
で
あ
る
。
月
刊
誌

『
武
道
』（
二
〇
〇
九
年
十
月
号
）
に
�
本
清

信
全
弓
連
指
導
委
員
会
委
員
長
（
現
副
会
長
）

が
、
「
弓
道
・
少
年
指
導
の
現
状
と
課
題
・

対
策
」
と
題
し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
中
に

平
成
十
一
年
か
ら
二
十
年
ま
で
の
登
録
者
数

が
、
中
学
・
高
校
・
大
学
・
一
般
に
つ
い
て

男
女
別
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
十
年
間
の
推

移
が
分
か
る
。
男
女
比
で
は
、
男
子
が
五
一

〜
五
三
％
と
や
や
多
い
。
ま
た
、
中
高
生
が

全
体
の
半
数
を
超
え
て
い
る
。
中
高
生
は
殆

ど
が
部
活
動
で
初
め
て
弓
道
を

学
ぶ
。
生
徒
数
・
学
校
数
が
減

少
し
て
い
る
中
、
部
員
数
は
十

年
間
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
り
、
弓

道
部
活
動
の
人
気
が
伺
え
る
。

長
野
県
で
は
、
審
査
部
の
二

十
一
年
十
一
月
の
調
べ
に
よ
る

と
中
高
生
二
八
七
三
人
、大
学
・

高
専
生
二
三
五
人
、
一
般
一
五

一
六
人
で
計
四
六
二
四
人
。
中

高
生
が
六
二
％
強
を
占
め
る
。

社
会
人
対
象
の
初
心
者
弓
道

教
室
は
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。
長
野
市
で
は
、
今
年
度
保
護
者
同
伴
を

条
件
に
中
学
生
も
募
集
し
た
。
夜
の
部
三
三

人
中
五
人
が
中
学
生
で
あ
っ
た
。
親
子
・
姉

妹
で
学
ん
だ
受
講
生
も
あ
り
中
学
生
全
員
が

皆
勤
賞
で
終
了
し
、
現
在
も
講
師
陣
の
特
別

な
指
導
の
も
と
に
練
習
を
続
け
て
い
る
。
受

講
の
動
機
は
、
弓
道
に
興
味
が
あ
っ
た
、
再

開
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
、
定
年
後
の
心
身

の
健
康
、
子
ど
も
が
弓
道
部
へ
入
部
、
集
中

力
を
つ
け
た
い
、
動
作
や
姿
勢
の
美
し
さ
に

惹
か
れ
て
、
な
ど
様
々
で
あ
る
。

現
代
弓
道
に
つ
い
て
は
、
『
弓
道
教
本
』

第
一
巻
序
論
に
最
高
目
標
（
真
・
善
・
美
）、

弓
道
の
二
つ
の
面
（
楽
し
む
弓
道
と
苦
行
す

る
弓
道
、
合
理
性
と
非
合
理
性
、
技
と
心
な

ど
）
な
ど
縷
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
私
は
概

観
す
れ
ば
、
的
中
を
競
う
「
明
る
く
近
代
的

な
ス
ポ
ー
ツ
性
」
と
日
本
の
伝
統
的
な
運
動

文
化
の
「
武
道
の
心
」
が
融
合
し
て
い
る
の

が
現
代
弓
道
で
あ
り
、
弓
道
の
魅
力
と
人
気

の
秘
密
が
あ
る
と
思
う
。

少
子
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
弓
道
界

の
充
実
発
展
に
は
一
般
社
会
人
の
弓
道
愛
好

者
の
増
加
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は

高
校
・
大
学
弓
道
部
卒
業
生
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
指
導
体
制
を
含
め
た
環
境
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
、
弓
道
教
室
修
了
者
が
抵
抗

な
く
続
け
ら
れ
る
明
る
く
開
放
的
な
雰
囲
気

づ
く
り
も
大
切
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

機
関
誌
『
弓
道
』
五
月
号
で
長
野
県
弓
道

連
盟
山
川
茂
樹
会
長
が
武
道
と
し
て
の
弓
道

を
「
正
し
い
姿
で
次
代
に
伝
承
す
る
責
任
」

が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

我
が
身
を
省
み
る
と
き
、
未
熟
さ
を
改
め

て
認
識
し
、
次
の
二
つ
を
目
標
に
し
て
自
己

研
鑽
に
励
み
た
い
。

一
、「
動
中
の
静
、
苦
中
の
楽
」

静
中
の
静
は
真
の
静
に
あ
ら
ず
、
動
処
に

静
を
得
来
っ
て
、
纔

わ
ず
か

に
是
れ
性
天
の
真
境
、

楽
処
の
楽
は
真
の
楽
に
あ
ら
ず
、
苦
中
に
楽

を
得
来
っ
て
、
纔
に
心
体
の
真
機
を
見
る

『
菜
根
譚
』（
洪
自
誠
）

一
、「
や
っ
て
み
せ
、
言
っ
て
聞
か
せ
て
、

さ
せ
て
み
て
、
褒
め
て
や
ら
ね
ば
人
は

動
か
じ
」

『
山
本
五
十
六
名
言
集
』
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弓
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の
発
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を
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連
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下
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　　　　　千曲市弓道場にて（筆者近影）



元
県
弓
連
会
長  

�
與
祐
先
生
が
八
月
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
、
八
月
十
四
日
午
後
一
時
よ
り
岡
谷
市
内�

の
照
光
寺
に
お
い
て
葬
儀
が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、
多
く
の
弓
道
関
係
者
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。�

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
合  

掌�

長
野
県
弓
道
連
盟
会
長
　

山 

川  

茂 

樹�

範
士
十
段  
�
與
祐
先
生
を
偲
ん
で�

九
十
有
余
年
の
生
涯
を
弓
道
の
探
究
に
力

を
お
尽
く
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
、
財
団
法
人

全
日
本
弓
道
連
盟
参
与
、
長
野
県
弓
道
連
盟

顧
問
�
與
祐
先
生
の
ご
霊
前
に
参
じ
ま
す

と
、
先
生
が
平
成
十
七
年
に
発
刊
さ
れ
ま
し

た
「
弓
理
を
探
っ
て
」
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
、
範
士
九
段
当
時
の
十
文
字
に

完
成
さ
れ
た
円
熟
し
た
美
し
い
会
の
お
姿
が

浮
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
先
生
の
ご
霊
前
に
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

先
生
は
昭
和
十
年
三
月
県
立
諏
訪
蚕
糸
学

校
（
現
岡
谷
工
業
高
等
学
校
）
を
卒
業
さ
れ
、

四
月
に
諏
訪
電
気
株
式
会
社
（
現
中
部
電
力
）

に
入
社
、
長
野
支
店
管
内
の
役
職
を
歴
任
し

て
、
四
十
九
年
四
月
に
定
年
退
職
、
続
い
て

中
部
電
気
保
安
協
会
に
入
会
し
、
五
十
八
年

四
月
に
同
協
会
を
退
会
さ
れ
て
、
そ
の
生
涯

を
電
力
一
筋
に
精
励
し
職
務
を
全
う
し
ま
し

た
。弓

道
は
昭
和
七
年
諏
訪
蚕
糸
学
校
弓
道
部

に
入
部
、
笠
原
春
豊
師
範
に
師
事
。
翌
八
年

に
は
明
治
神
宮
体
育
大
会
中
等
学
校
の
部
で

団
体
六
位
、
個
人
十
位
と
そ
の
才
能
を
発
揮

し
ま
し
た
。
十
年
に
は
徳
武
森
佐
範
士
に
師

事
し
て
更
に
そ
の
才
能
を
磨
か
れ
ま
し
た
。

戦
後
二
十
四
年
に
五
段
に
合
格
。
二
十
六
年

に
第
一
回
一
都
十
県
連
合
弓
道
選
手
権
大
会

で
小
的
優
勝
。
第
六
回
広
島
国
体
で
小
的
優

勝
、
大
的
六
位
に
入
賞
。
こ
の
年
六
段
に
合
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格
し
ま
し
た
。
二
十
八
年
に
は
窪
田
真
太
郎

範
士
に
師
事
し
て
礼
法
を
更
に
高
め
ま
し

た
。
こ
の
年
第
八
回
愛
媛
国
体
で
小
的
三
位

に
入
賞
、
十
二
月
に
錬
士
を
拝
受
。
こ
の
間

数
多
く
の
大
会
に
入
賞
し
て
競
技
選
手
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。
三
十
三
年
に
教
士
を
拝

受
、
続
い
て
三
十
四
年
に
は
七
段
に
昇
段
し
、

よ
り
高
い
弓
道
を
求
め
て
心
・
技
・
体
の
充

実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
三
十
六
年
に
第
十
二

回
全
日
本
遠
的
弓
道
選
手
権
大
会
で
優
勝

し
、
お
名
前
が
京
都
の
三
十
三
間
堂
に
掲
額

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
更
に
こ
の
年
第
十
六
回

秋
田
国
体
遠
的
の
部
で
優
勝
、
四
十
六
年
に

審
査
で
は
最
高
の
八
段
を
認
許
さ
れ
ま
し

た
。
四
十
九
年
に
第
四
十
八
回
明
治
神
宮
奉

納
全
国
大
会
に
優
勝
し
て
、
五
十
一
年
五
月

称
号
で
は
最
高
の
範
士
を
拝
受
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
も
五
十
九
年
に
第
三
十
五
回
全

日
本
弓
道
大
会
（
京
都
）
の
範
士
の
部
で
二

位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
競
技
選
手

と
し
て
数
々
の
輝
か
し
い
活
躍
の
戦
績
を
の

こ
し
て
、
指
導
者
の
道
に
お
入
り
に
な
り
ま

し
た
。

岡
谷
市
体
育
協
会
弓
道
部
長
、
県
弓
道
連

盟
諏
訪
支
部
長
を
歴
任
。
三
十
八
年
か
ら
県

弓
道
連
盟
理
事
に
就
任
、
四
十
八
年
に
常
任

理
事
に
就
任
し
て
強
化
部
長
、
五
十
年
に
競

技
部
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。
五
十
一
年
に
副

会
長
に
就
任
し
て
そ
の
力
を
更
に
発
揮
す
る

立
場
と
な
り
ま
し
た
。
五
十
三
年
に
は
第
三

十
三
回
や
ま
び
こ
長
野
国
体
の
競
技
委
員
長

と
し
て
、
運
営
に
力
を
尽
く
し
て
大
会
を
成
功

さ
せ
ま
し
た
。
五
十
六
年
か
ら
平
成
四
年
ま

で
十
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
県
弓
道
連
盟
の

会
長
に
就
任
し
て
、
常
に
「
弓
の
心
」
「
礼

の
心
」
を
会
員
に
指
導
す
る
と
と
も
に
、
県

弓
道
連
盟
の
発
展
と
充
実
に
尽
く
し
た
功
績

は
偉
大
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
平
成
四
年
に
は

各
方
面
に
働
き
か
け
、
弓
道
の
殿
堂
県
営
飯

田
弓
道
場
を
竣
工
さ
せ
た
功
績
も
多
大
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
県
体
育
協
会
の
理
事
に
就
任
、
体

協
の
運
営
に
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
北
信

越
弓
道
連
合
会
の
会
長
を
二
回
に
わ
た
っ
て

務
め
る
な
ど
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
全
日
本
弓
道
連
盟
に
お
い
て
は
、
五

十
年
に
中
央
審
査
員
、
五
十
一
年
に
中
央
講

習
会
講
師
に
任
命
さ
れ
中
央
で
開
催
さ
れ
る

在りし日のお姿
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各
講
習
会
の
講
師
と
し
て
、
ま
た
審
査
員
と

し
て
そ
の
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
し
た
功

績
は
多
大
で
あ
り
ま
す
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

弓
道
の
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
六
十
一
年
に

ス
イ
ス
、
六
十
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
、
六
十
四

年
に
は
ド
イ
ツ
と
海
外
の
弓
道
発
展
に
尽
く

し
た
功
績
も
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

五
十
九
年
に
全
日
本
弓
道
連
盟
理
事
に
就

任
、
六
十
一
年
に
指
導
委
員
長
、
六
十
三
年

に
は
競
技
委
員
長
の
要
職
に
就
任
し
て
、
そ

の
力
を
充
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。
特
に
副
読

本
「
弓
礼
・
弓
法
問
答
集
」
の
原
案
を
作
成

す
る
な
ど
そ
の
功
績
は
多
大
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
幾
多
の
功
績
に
よ
り
平
成
四
年

九
段
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
弓
道
普
及
振
興
に
も
力
を
入
れ
、

四
十
八
年
四
月
自
宅
に
弓
道
場
誠
道
館
を
新

築
し
て
、
会
員
の
指
導
に
力
を
尽
く
し
、
多

く
の
弓
道
会
員
の
指
導
育
成
に
努
め
ま
し

た
。
以
前
よ
り
患
っ
て
い
た
緑
内
障
が
だ
ん

だ
ん
悪
く
な
っ
て
、
歩
行
も
困
難
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
の
初
射
会
の
と
き
、

「
眼
が
悪
く
な
っ
て
、
弓
が
で
き

な
く
な
っ
た
」
と
涙
を
流
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
先
生
の
弓
に
対

す
る
思
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
年
の
七
月
、
先
生
が
競
技

選
手
と
し
て
活
躍
し
た
輝
か
し
い

記
録
、
弓
道
に
対
す
る
思
い
、
弓

道
の
進
む
べ
き
道
な
ど
を
ま
と
め

た
「
弓
理
を
探
っ
て
」
を
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
弓
道
を
修
練
す
る
私

た
ち
の
指
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
先

生
の
体
力
が
次
第
に
衰
え
て
い
く
の
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
九
月
全
日
本
女
子
弓
道
選
手
権
大
会

で
、
愛
弟
子
の
降
旗
奉
子
選
手
が
優
勝
し
、

皇
后
杯
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
先
生
が
審

査
員
で
会
場
に
お
り
ま
し
た
ら
大
変
お
喜
び

に
な
っ
た
も
の
と
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

こ
う
し
た
先
生
の
ご
功
績
を
讃
え
、
多
く

の
表
彰
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
受
章

は
県
体
育
協
会
か
ら
有
功
章
、
岡
谷
市
長
表

彰
、
六
十
二
年
に
知
事
表
彰
、
六
十
三
年
十

一
月
に
は
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
し
ま
し

た
。
ま
た
平
成
十
二
年
に
は
日
本
武
道
協
議

会
か
ら
武
道
功
労
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

先
生
は
昭
和
五
十
六
年
か
ら
平
成
六
年
ま

で
、
法
務
省
人
権
擁
護
委
員
諏
訪
人
権
擁
護

委
員
会
常
務
委
員
や
副
会
長
を
歴
任
、
公
職

と
し
て
も
地
域
社
会
に
多
大
の
貢
献
を
し
て

い
ま
す
。
三
年
に
は
法
務
省
人
権
擁
護
局
長

表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

先
生
の
今
ま
で
成
し
遂
げ
て
き
た
ご
功
績

は
誠
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ご

功
績
に
対
し
全
日
本
弓
道
連
盟
よ
り
、
こ
の

た
び
弓
道
最
高
段
位
の
十
段
が
追
授
さ
れ
ま

し
た
。
県
弓
道
連
盟
の
た
め
、
全
日
本
弓
道

連
盟
の
た
め
、
ま
た
国
際
弓
道
連
盟
の
た
め
、

お
力
を
尽
く
し
て
頂
き
ま
し
た
先
生
の
ご
霊

前
に
、
お
礼
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
四
日
　
弔
辞
よ
り

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
へ
の
出
場
権
を
か
け
た
北
信

越
国
体
が
富
山
県
営
弓
道
場
で
八
月
二
十
一
・
二
十

二
日
の
両
日
行
わ
れ
、
本
県
選
手
の
成
績
は
成
年
男

女
が
本
国
体
出
場
権
を
得
た
も
の
の
、
少
年
男
女
は

昨
年
と
同
じ
く
出
場
権
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

成
年
男
子
は
遠
的
・
近
的
競
技
と
も
に
圧
勝
し
、
成

年
女
子
は
近
的
競
技
で
挽
回
、
総
合
優
勝
し
ま
し
た
。

少
年
男
子
は
近
的
競
技
の
最
後
の
立
ち
で
逆
転
さ

れ
、
惜
し
く
も
本
国
体
出
場
を
逸
し
ま
し
た
。

北
信
越
国
体

成
年
男
子
、
完
全
優
勝
！

成
年
女
子
、
総
合
優
勝
！

健
闘
！
初
出
場
の
岡
谷
南
高
校

男
子
団
体
16
強
進
出
！

見
事
！
熊
田
ゆ
い
選
手
（
下
諏
訪
向
陽
高
）

女
子
個
人
　
３
位
入
賞

全国高校総体
（沖縄）

自信漲る成年男女のメンバー

矢渡しのお姿（範士九段当時）
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「
自
ら
直
き
の

箭や

を
恃た
の

ま
ば
百
世

矢
無
か
ら
ん
」
こ

れ
は
長
野
市
に
あ

る
弓
具
店
の
カ
レ

ン
ダ
ー
に
あ
っ
た

漢
詩
で
、
あ
い
さ

つ
の
題
材
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
自

分
の
竹
矢
を
持
っ
て
行
き
、
そ
れ
を
見
せ
な

が
ら
最
初
か
ら
ま
っ
す
ぐ
な
竹
（
人
）
は
あ

り
ま
せ
ん
、
と
。
こ
れ
を
始
め
と
し
て
、
学

校
で
も
弓
の
話
ば
か
り
す
る
の
で
、
中
学
の

校
長
が
武
道
の
必
修
化
や
部
活
の
将
来
を
考

え
、
中
学
生
に
弓
道
を
や
ら
せ
た
い
、
つ
い

て
は
協
力
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
願
っ
て
も
な
い
こ
と
で
、
内
容
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
体
育
の
授
業
で
八
時
間
（
五
十

分
授
業
八
回
）
。
月
八
時
間
あ
れ
ば
十
分
で

す
、
と
言
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
一
年
間
で

一
学
期
の
八
時
間
だ
け
。
そ
れ
で
は
無
理
で

す
、
と
言
っ
て
は
み
た
も
の
の
せ
っ
か
く
の

話
で
も
あ
り
、
悩
ん
だ
末
、
引
き
受
け
る
こ

と
に
し
た
。

中
学
二
年
生
二
十
人
（
男
十
二
名
、
女
八

名
）
を
対
象
に
八
時
間
。
さ
て
、
八
回
で
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
。
こ
れ
だ
け
の
時
間
で
弓

道
を
体
験
さ
せ
る
と
な
る
と
、
弓
道
教
室
の

よ
う
な
行
程
で
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
授

業
な
の
で
弓
道
を
や
り
た
い
と
い
う
生
徒
の

集
ま
り
で
は
な
く
、
ま
た
先
生
は
、
評
価
も

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導

も
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
。
個
人
的
に

長
く
少
年
野
球
と
も
関
わ
っ
て
き
た
が
、
最

近
明
ら
か
に
子
供
た
ち
へ
の
指
導
の
仕
方
が

変
わ
っ
て
き
た
。
ス
パ
ル
タ
で
鍛
え
る
の
で

な
く
野
球
の
楽
し
さ
を
分
か
ら
せ
る
、
つ
ま

り
、
野
球
嫌
い
を
つ
く
ら
な
い
指
導
を
す
べ

き
、
と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の

弓
道
も
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
時
間
な
の
で
、

難
し
い
こ
と
を
教
え
る
の
で
な
く
、
弓
具
に

触
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
矢
を
飛
ば
す
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
面
白
い
も
の
だ
、
と
い
う
こ

と
を
実
感
さ
せ
よ
う
と
考
え
、
八
時
間
の
中

で
矢
を
番
え
て
的
に
向
か
っ
て
離
し
て
み
る

こ
と
を
目
標
に
し
た
。
こ
れ
は
、
私
自
身
の

こ
だ
わ
り
も
あ
っ
た
。
弓
道
は
、
少
し
経
験

す
る
と
教
え
た
く
な
る
人
が
多
い
が
、
教
本

が
基
本
と
は
い
え
、
初
心
者
指
導
方
針
が
確

立
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
見
て
い
る
と

難
し
い
こ
と
を
難
し
く
教
え
、
矢
を
番
え
て

離
す
ま
で
か
な
り
の
時
間
を
必
要
と
す
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。
今
回
の
授
業
で
も
、
私
の
や

り
方
に
対
し
、
そ
ん
な
い
い
加
減
な
指
導
で

い
い
の
か
、
と
思
っ
た
仲
間
も
い
た
と
思
う
。

し
か
し
、
弓
に
矢
を
番
え
て
離
し
て
こ
そ
の

弓
で
あ
り
、
そ
れ
を
早
く
経
験
さ
せ
な
け
れ

ば
、
弓
へ
の
興
味
も
わ
か
な
い
し
、
第
一
楽

し
く
な
い
。
武
道
の
必
修
化
は
、
そ
の
徳
育

的
効
果
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
徳
育

的
効
果
だ
け
な
ら
道
徳
の
時
間
を
増
や
し
、

論
語
を
学
ん
だ
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
弓
を
楽
し
い
と
思
っ
て
こ
そ
、
礼
を
含

め
た
基
本
体
や
精
神
の
あ
り
様
を
習
う
気
持

ち
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
三

回
目
に
は
、
弓
を
張
っ
て
素
引
き
を
さ
せ
、

四
回
目
に
は

を
つ
け
さ
せ
る
。
苦
労
す
る

取
懸
け
や
手
の
内
な
ど
も
説
明
す
る
よ
り
、

と
に
か
く
や
ら
せ
る
こ
と
を
心
が
け
、
八
回

目
に
は
、
全
員
が
遠
的
の
的
に
向
か
っ
て
離

し
て
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
ん
な
中
で
感
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み

た
い
。
弓
具
は
村
で
購
入
し
、
と
り
あ
え
ず

十
人
分
揃
え
た
。
交
代
す
れ
ば
う
ま
く
い
く

と
思
っ
た
が
、

だ
け
は
全
員
に
あ
っ
た
方

が
よ
か
っ
た
。

は
、
堅
帽
子
の
新
し
い
も

の
だ
っ
た
が
使
い
込
ん
だ
も
の
を
そ
れ
な
り

に
揃
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
体
育
館
の
中
で

巻
藁
ま
で
引
か
せ
、
最
後
だ
け
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
的
に
向
か
っ
た
が
防
矢
ネ
ッ
ト
を
張
れ
ば

体
育
館
の
中
で
的
に
向
か
う
こ
と
も
十
分
可

能
と
思
う
。
指
導
は
、
泰
阜
村
の
連
盟
会
員

に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
中
学
生
は
、
心

身
と
も
柔
軟
で
教
え
れ
ば
す
ぐ
覚
え
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
指
導
者
は
多
く
い
て
密
度

を
濃
く
す
れ
ば
効
果
的
と
感
じ
た
。

最
後
の
時
間
に
、
的
に
向
か
っ
て
矢
を
離

し
た
生
徒
が
感
激
し
て
い
る
姿
を
み
て
、
こ

れ
で
こ
そ
弓
道
だ
、
と
思
っ
た
。
今
後
、
武

道
必
修
化
の
中
で
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が

確
保
さ
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
興
味
を

も
っ
た
生
徒
に
授
業
と
は
別
に
教
え
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
普
及
に
つ
な
が
る
。
各
地
の
弓

道
教
室
で
な
く
、
学
校
へ
指
導
者
が
出
向
い

て
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
。
小
規
模
中

学
校
の
部
活
が
テ
ニ
ス
だ
け
に
な
っ
て
い
く

体育館での授業風景　

泰阜発

▼

県
下
初
・
中
学
校
弓
道
授
業
実
践
報
告

弓
道
授
業
を
経
験
し
て

泰
阜
村
弓
道
連
盟

松

島

貞

治
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北
信
越
地
連
幹
部
講
習
会
を
受
講
し
て

講
習
会
報
告

長
野
支
部
　
教
士
六
段
　

細
　
田
　
　
尚

「
指
導
者
は
弓
を
引
け
、
初
心
を
忘
れ
ず

に
教
本
第
一
巻
に
の
っ
と
っ
て
」
と
い
う
主

任
講
師
の
林
範
士
の
挨
拶
で
、
七
月
十
一
日

か
ら
の
二
日
間
の
講
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

緊
張
の
中
で
の
一
手
行
射
は
、
気
合
い
を

込
め
た
も
の
の
審
査
同
様
思
う
よ
う
に
い
か

ず
に
講
評
で
は
多
く
の
ご
指
摘
を
受
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
行
射
の
前
半
の
弓
構

え
ま
で
の
全
体
の
流
れ
が

問
題
で
あ
る
と
い
う
点
。

五
人
で
行
う
場
合
、
後
ろ

は
前
に
合
わ
せ
、
前
は
後

ろ
に
気
を
配
る
べ
き
で
あ

り
そ
れ
が
体
配
の
基
本
で

あ
る
と
の
ご
指
導
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
何
事
も
一

度
で
決
め
る
こ
と
、
射
礼

の
時
に
全
体
の
動
き
が
前

か
ら
波
の
よ
う
に
な
ら
ぬ

よ
う
に
日
頃
の
稽
古
で
身

に
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
と

注
意
さ
れ
ま
し
た
。
自
分

の
事
を
後
回
し
に
し
て
も

皆
に
合
わ
せ
る
の
だ
と
い

う
、
人
と
し
て
の
あ
た
り

ま
え
の
生
き
方
を
弓
を
通
し
て
教
え
ら
れ
た

感
が
い
た
し
ま
す
。
相
互
の
間
や
全
体
の
間

を
い
か
に
疎
か
に
し
て
い
た
の
か
を
反
省
さ

せ
ら
れ
た
二
日
間
で
す
。
も
ち
ろ
ん
射
技
に

つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
を
し
て
頂
き

ま
し
た
が
、
特
に
三
重
十
文
字
の
構
成
の
不

備
を
は
じ
め
と
し
て
、
基
本
の
重
要
性
を
再

認
識
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

久
保
田
範
士
の
講

話
で
は
、
望
ま
れ
る

指
導
者
の
条
件
と
し

て
、
情
熱
・
協
調

性
・
実
践
的
指
導

力
・
公
平
さ
・
正
し

い
判
断
力
と
決
断

力
・
健
康
的
で
人
望

の
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
流
の

選
手
の
条
件
と
し

て
、
素
直
さ
・
情

熱
・
や
る
気
・
信

念
・
創
意
工
夫
・

運
・
そ
し
て
な
に
よ

り
も
行
動
を
起
こ
す

必
要
性
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
頂
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
「
公
認
指
導
員
」
に
つ
い
て

の
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
国
体
等
こ

れ
か
ら
の
弓
道
界
の
将
来
に
お
け
る
様
々
な

問
題
点
を
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

微
風
心
地
よ
い
一
日
目
、
時
折
矢
道
を
小

雨
が
濡
ら
す
二
日
目
と
変
化
に
富
ん
だ
二
日

間
で
し
た
が
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
ご
指
導
に
時

の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て
ひ
た
す
ら
弓
を
手
に

し
つ
つ
も
、
講
師
の
言
葉
を
聞
き
漏
ら
さ
な

い
よ
う
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
続
け
た
講
習
会

で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
し
て
報
告
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

平成22年度北信越地区地連幹部講習会
平成22年7月10～11日　福井県立武道館弓道場

過
程
を
み
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
、
テ
ニ

ス
の
代
わ
り
に
武
道
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

中
学
で
の
武
道
必
修
も
今
の
状
況
で
は
、

剣
道
、
柔
道
が
中
心
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る

が
、
弓
道
も
十
分
選
択
で
き
る
と
い
う
こ
と

を
知
ら
し
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
の

た
め
に
残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
し
か
な
い

が
、
授
業
時
間
に
合
わ
せ
た
指
導
要
領
も
あ

る
と
い
い
。
自
分
の
射
技
向
上
が
望
め
な
い

現
在
、
弓
の
奥
深
さ
を
子
供
た
ち
に
伝
え
る

こ
と
で
地
域
貢
献
が
で
き
れ
ば
こ
ん
な
う
れ

し
い
こ
と
は
な
い
。

「
追
記
」

こ
の
授
業
の
四
回
目
に
、
山
川
会
長
の
配

慮
に
よ
り
、
鈴
木
三
成
会
長
、
土
川
、
外
薗

県
連
副
会
長
に
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

最後の授業（グランドで遠的に向って）

祝
！
小
林
義
行
先
生

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日
、
長

野
市
体
育
協
会
よ
り
同
協
会
で
理
事
や

副
会
長
を
務
め
た
功
労
者
と
し
て
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
部
・
大
山
孝
吉
）
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私
た
ち
中
野
西
弓
道
部
は
一
年
生
十
七

人
、
二
年
生
十
六
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
弓
道
部
は
男
女
共
に
仲
が
良
く
、

辛
い
時
や
、
悩
ん
だ
時
は
、
互
い
に
励
ま

し
合
い
、
精
神
力
を

高
め
な
が
ら
、
部
活

に
励
ん
で
い
ま
す
。

私
は
仲
間
の
存
在
は

と
て
も
大
き
い
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

弓
道
は
自
分
と
の
勝

負
で
す
が
、
実
力
を

高
め
る
た
め
に
は
、

や
は
り
仲
間
と
い
う

存
在
が
必
要
不
可
欠

だ
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
弓
道
部
も
互
い

に
良
き
仲
間
、
良
き

ラ
イ
バ
ル
と
し
て
刺

激
し
合
い
頑
張
っ
て

い
ま
す
。�

　
ま
た
練
習
熱
心
な

人
が
多
く
、
部
活
が

終
わ
っ
た
後
も
み
ん

な
で
自
主
練
習
を
し
な
が
ら
、
互
い
の
射

癖
な
ど
を
指
摘
し
合
い
、
互
い
に
高
め
合

っ
て
い
ま
す
。�

　
三
年
生
の
先
輩
方
が
引
退
し
て
か
ら
、

私
た
ち
二
年
生
が
先
頭
に
立
ち
弓
道
部
を

引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
の
頃
は
先
輩
と
し
て
後
輩
に
ど
う
指

導
し
て
良
い
か
わ
か
ら
ず
戸
惑
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
一
人
一
人
先
輩
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
三
年
生
の
先
輩
方

が
受
け
継
ぎ
残
し
て
く
れ
た
、
中
野
西
高

校
弓
道
部
の
伝
統
や
歴
史
を
、
後
輩
た
ち

に
受
け
継
い
で
も
ら
え
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
ま
す
。�

　
夏
も
少
し
ず
つ
終
わ

り
に
近
づ
き
、
秋
の
多

忙
な
大
会
シ
ー
ズ
ン
が

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
大

会
前
と
い
う
こ
と
で
辛

い
こ
と
や
大
変
な
こ
と
、

悩
み
や
不
安
も
沢
山
あ

る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
そ
ん
な
時
こ
そ
、
互

い
に
励
ま
し
刺
激
を
し

合
う
こ
と
で
、
精
神
力

を
強
く
し
チ
ー
ム
と
し

て
強
く
な
る
こ
と
が
で

き
る
と
、
私
は
思
い
ま

す
。
な
の
で
私
た
ち
部

員
全
員
で
精
一
杯
の
努

力
を
し
、
去
年
の
先
輩

方
に
劣
ら
な
い
よ
う
に
、

大
会
で
は
少
し
で
も
好

成
績
を
残
せ
た
ら
な
と

思
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
部
員
全
員
で
弓
道
部
の
絆

を
深
め
な
が
ら
、
協
力
し
合
い
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

中
野
西
高
校
弓
道
部�

部
長
　
二
年
　
宮
�
　
麻
衣�

弓�

仲�

間�

紹�

介�

（前列向って右から三人目が筆者）�

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。

私
は
普
段
伊
那
の
道
場
で
稽
古
を
し
て
い

ま
す
。
た
ま
に
山
川
先
生
と
一
緒
の
立
ち
で

引
か
せ
て
頂
く
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、

ひ
た
す
ら
先
生
の
呼
吸
や
間
合
い
を
感
じ
る

こ
と
に
集
中
し
ま
す
。
先
生

は
あ
ま
り
多
く
の
事
を
お
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
が
、
一
緒
に

引
か
せ
て
頂
く
事
、
こ
れ
以

上
贅
沢
な
、
晴
れ
の
稽
古
が

あ
る
だ
ろ
う
か
と
、
貴
重
な

時
間
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

教
士
合
格
は
ま
だ
ま
だ
先

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
正
直
焦
り
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
自
分
ら
し
く
、
背
伸

び
せ
ず
、
謙
虚
な
気
持
ち
と

諦
め
な
い
気
持
ち
を
持
ち
続

け
、
精
進
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
自
分
が
そ
う
し
て
頂

い
た
よ
う
に
、
自
分
が
誰
か
を
支
え
ら
れ
る

よ
う
に
弓
を
引
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
弓
士
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

仙
台
審
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
一

年
宮
城
国
体
の
会
場
で
、
私
は
約
十
年
ぶ
り

に
こ
の
懐
か
し
い
道
場
で
弓
を
引
き
ま
し

た
。
初
め
て
出
場
し
た
国
体
で
沢
山
の
悔
し

い
思
い
を
し
た
の
で
す
が
、
同
時
に
弓
の
楽

し
さ
や
、
自
分
が
多
く
の

方
に
支
え
ら
れ
弓
を
引
か

せ
て
頂
い
て
い
る
の
だ
と

実
感
し
た
大
会
で
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
梅
雨
の
仙

台
で
新
し
い
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
（
牛
タ
ン
も
堪

能
）
。
こ
の
審
査
の
前
に
、

全
日
本
の
強
化
練
習
で
密

度
の
濃
い
稽
古
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
一
週

間
前
に
名
古
屋
で
開
催
さ

れ
た
女
子
講
習
会
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
、
日
程
的
に

は
大
変
厳
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
課
題
を
絞

っ
て
審
査
に
臨
め
た
こ
と
が
気
持
ち
の
集
中

に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
審
査
中

は
「
私
は
仙
台
に
中
っ
こ
に
き
た
ん
じ
ゃ
な

い
。
右
手
の
張
り
と
弓
手
の
押
し
、
そ
し
て

縦
線
の
き
い
た
射
を
一
生
懸
命
に
引
こ
う
」

上級者講習会での一つ的射礼（中央が筆者）

  
自
分
ら
し
く
、
背
伸
び
せ
ず
、�
　
　
　
　
謙
虚
な
気
持
ち
で
精
進
し
た
い�

　
　
　
　  

　
　
上
伊
那
支
部
　
教
士
六
段
　
久
保
田  

智 

恵
　�

祝
　 

教
士
合
格�

！�
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主
任
講
師
の
中
川
慎
之
先
生
は
一
日
目

の
矢
渡
し
の
際
の
御
自
分
の
離
れ
に
つ
い

て
、
暴
発
し
た
と
語
ら
れ
た
。
私
は
射
手

の
感
じ
方
と
、
見
学
者
の
捕
え
方
は
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
の
だ
と
思
っ
た
。
し
か

し
、
暴
発
は
雨
露
利
か
も
し
れ
な
い
と
お

話
が
続
い
た
時
、
あ
れ
が
雨
露
利
の
離
れ

だ
っ
た
ん
だ
と
納
得

出
来
て
、
心
に
ふ
っ

く
り
と
う
れ
し
さ
が
、

満
ち
て
い
っ
た
。

二
日
目
の
講
師
射

礼
は
、
久
田
先
生
と

大
惠
先
生
の
二
人
一

つ
的
射
礼
。
ま
る
で

一
人
が
鏡
に
写
っ
て

い
る
よ
う
に
お
二
人

が
調
和
し
て
美
し
か

っ
た
。
四
本
の
矢
が

吸
い
込
ま
れ
る
様
に

的
へ
入
っ
た
時
、
一
分
の
隙
も
無
い
と
い

う
の
は
こ
う
い
う
事
だ
と
思
っ
た
。

六
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
、
二
日
間

の
女
子
講
習
会
は
、
蒸
し
暑
く
、
雨
の
降

り
続
く
中
、
名
古
屋
の
日
本
ガ
イ
シ
ス
ポ

ー
ツ
プ
ラ
ザ
弓
道
場
で
開
催
さ
れ
た
。

〈

講
話
の
内
容
を
抜
粋
す
る
と

〉

�
講
習
会
は
、
自
分
な
り
に
仕
上
げ
た
射

の
確
認
を
す
る
場
所
と
心
得
よ
。
何
か

を
掴
み
、
体
に
し
み
込
ま
せ
て
帰
る
こ
と
。

�
射
法
に
九
節
目
が
あ
る
と
す
れ
ば
、余
韻
。

�
女
性
の
有
り
方
を
受
け
止
め
、
強
さ
を

自
分
で
つ
く
る
。
称
号
、
段
位
に
使
命

感
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
事
が
必
要

で
あ
る
。

〈

実
習
の
内
容
は

〉

一
日
目
、
午
前
中
一
手
行
射
を

審
査
方
式
で
行
い
、
午
後
一
つ
的

射
礼
を
行
っ
た
。

二
日
目
、
午
前
中
に
持
的
射
礼
、

午
後
に
射
技
指
導
、
原
点
に
立
も

ど
り
基
本
体
の
確
認
の
稽
古
。
仕

上
げ
は
審
査
方
式
で
一
人
一
本
甲

矢
の
み
行
射
。
甲
矢
の
大
切
さ
と

そ
の
重
み
を
実
感
し
て
講
習
会
は

終
了
と
な
っ
た
。

な
お
、
私
事
で
あ
る
が
日
程
が
重
な
っ

た
為
と
は
い
え
、
今
回
の
講
習
会
に
行
き

た
い
と
言
う
わ
が
ま
ま
を
許
し
て
く
れ
て

楽
し
み
に
し
て
い
た
中
国
旅
行
に
一
人
で

出
掛
け
た
夫
、
久
男
に
心
か
ら
詫
び
と
礼

を
言
い
た
い
。

飯
伊
支
部
　
三
段

坪

井

優

若
輩
者
の
私
に
こ
の
よ
う
な
投
稿

の
機
会
を
与
え
て
下
さ
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
と
弓
道
と
の
出
会

い
は
高
校
時
。
大
学
で
は
馬
術
部
に
所

属
し
、
社
会
人
と
な
り
何
か
趣
味
を
、

と
飯
田
市
弓
道
教
室
か
ら
再
び
始
め
た

弓
道
も
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。

現
在
、
飯
田
市
営
弓
道
場
に
て
藤
澤

先
生
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
先
生
方

に
ご
指
導
頂
い
て
お
り
ま
す
。
又
、
仕

事
後
は
古
川
先
生
の
志
誠
館
道
場
に
お

い
て
同
じ
飯
伊
支
部
の
中
村
健
二
君
と

共
に
、
先
生
の
ご
理
解
の
下
、
夜
間
稽

古
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
大
会
で
結

果
が
つ
い
て
く
る
事
も
あ
り
、
長
野
県

弓
道
近
的
選
手
権
大
会
で
は
想
定
外
の

技
能
優
秀
者
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
ま
す

ま
す
弓
道
に
の
め
り
込
ん
で
い
ま
す
。

私
は
良
く
も
悪
く
も
全
て
の
結

果
・
責
任
が
自
分
に
跳
ね
返
っ
て

く
る
事
に
弓
道
の
魅
力
を
感
じ
ま

す
。
た
だ
、
こ
う
し
て
弓
道
を
続

け
て
い
ら
れ
る
の
も
、
競
技
自
体

の
魅
力
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
の

つ
な
が
り
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
私
と
同
じ
弓
道
教
室
で
中
学

生
か
ら
始
め
る
子
も
い
れ
ば
、
以

前
大
会
で
御
歳
九
十
歳
を
迎
え
る

私

と

弓

道�

県
営
飯
田
弓
道
場
に
て

方
が
自
分
の
目
の
前
で
弓
を
引
い
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
老
若
男
女

が
、
何
の
区
別
も
な
く
同
じ
土
俵
で
勝

負
が
出
来
る
弓
道
は
本
当
に
素
晴
ら
し

く
、
稽
古
や
大
会
な
ど
で
様
々
な
方
と

の
交
流
を
通
し
人
間
形
成
や
人
脈
が
広

が
っ
て
い
く
事
は
弓
道
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
う
大
き
な
動
機
と
な
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
行
政
書
士
と
し
て
飯
田
市
で

父
と
二
人
、
行
政
書
士
事
務
所
を
開
い

て
お
り
ま
す
。
五
年
前
に
母
が
他
界
し
、

こ
こ
数
年
は
父
と
仕
事
・
家
事
な
ど
分

担
し
二
人
三
脚
で
や
っ
て
お
り
ま
す

が
、
弓
道
に
時
間
を
割
け
る
の
も
こ
う

し
た
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
弓
道
が
出
来
る
事
に
感

謝
し
、
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る

事
を
自
覚
し
、
自
分
の
射
に
驕
ら
ず
、

卑
下
せ
ず
、
今
後
は
馬
術
部
の
経
験
を

生
か
し
い
つ
か
は
流
鏑
馬
を
、
と
夢
を

馳
せ
て
お
り
ま
す
。

女
子
講
習
会
（
中
日
本
）
を
受
講
し
て

講
習
会
報
告

小
諸
支
部
　
錬
士
六
段
　

相

原

由
美
子

基本体･基本の動作･坐しての回り方（開き足）の稽古
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第
六
十
六
回
を
数
え
る
本
大
会
が
、
四
月

十
八
日
県
内
は
じ
め
群
馬
・
新
潟
県
な
ど
か

ら
九
十
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

新
築
な
っ
た
弓
道
場
で
、
小
諸
懐
古
射
院

笹
澤
会
長
の
矢
渡
し
か
ら
開
会
。
桜
の
名
所

懐
古
園
の
花
の
見
頃
と
も
重
な
っ
て
、
観
戦

客
も
大
賑
わ
い
。
こ
れ
ほ
ど
の
一
般
客
が
弓

道
大
会
を
参

観
で
き
る
機

会
は
極
め
て

珍
し
い
。
的

中
に
拍
手
が

大
き
く
沸
く

な
ど
活
気
あ

る
大
会
と
な

っ
た
。
な
お
、

前
日
は
春
の

大
雪
、
大
会

運
営
の
会
場

作
り
に
大
会
役
員
は
、
大
汗
を
か
い
た
大
会

と
な
っ
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
胸
を
撫

で
下
ろ
し
た
。
芹
沢
小
諸
市
長
の
藤
村
の
言

葉
か
ら
引
用
さ
れ
た
、
『
簡
素
に
新
鮮
』
に

は
弓
道
に
通
じ
る
、
の
祝
辞
に
一
同
感
銘
。

結
果
は
次
の
通
り

団
体
　
①
高
崎
（
花
）
②
信
箭
会
　
③
長

野
竟
成
会

個
人
　
①
青
木
五
男
（
高
崎
市
）
②
安
藤

直
貴
（
長
野
市
）
③
原
澤
浩
之

（
富
岡
市
）

（
小
諸
弓
道
会
　
栗
林
正
直
）

第
三
十
回
と
な
る
丸
子
弓
道
会
の
初
心
者

を
対
象
と
し
た
弓
道
教
室
が
開
か
れ
多
数
の

受
講
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

目
標
と
し
て
「
礼
の
心
を
養
う
」
「
心
身

の
鍛
錬
」
等
を
目
的
と
し
て
四
月
よ
り
六
月

の
間
、
二
十
回
で
毎
週
、
火
曜
日
・
金
曜
日

の
週
二
回
で
の
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

期
間
中
一
連
の
射
技
、
射
法
、
体
配
（
立

射
、
座
射
）
等
を
指
導
す
る
事
に
重
点
を
置

き
ま
し
た
。

開
校
式
に
於
い
て
は
「
弓
道
習
得
の
心
得
」

「
弓
具
の
説
明
」「
弓

の
選
定
」
等
を
行
い
、

二
回
目
か
ら
は
、「
弓

の
付
け
方
」「
執
弓

の
姿
勢
」
「
基
本
の
動
作
、
歩
き
方
、
方
向

転
換
、
立
ち
方
、
座
り
方
」
等
を
行
い
一
連

の
講
習
に
入
っ
て
行
き
六
月
二
十
一
日
に
無

事
全
講
習
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

受
講
者
の
内
容
で
す
が
一
般
は
男
子
八

名
、
女
子
四
名
で
す
が
教
室
終
了
後
会
員
と

し
て
残
っ
て
く
れ
る
人
が
今
迄
は
少
な
く
残

念
で
し
た
が
、
今
回
は
全
員
が
会
員
と
し
て

残
っ
て
く
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

尚
親
子
で
受
講
す
る
中
学
生
が
三
組
あ
り

学
業
の
合
間
で
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
将
来
の
弓
士
と
し
て
成
長
す
る
よ
う

「
エ
ー
ル
」
を
送
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
部
・
鷹
野
良
信
）

◆
長
野
県
弓
道
近
的
選
手
権
大
会

○
６
月
20
日
　
上
田
城
跡
公
園
弓
道
場
　
近
的
８
射

▲
男
子
・
有
段
者
の
部

①
亀
岡
英
司
（
南
佐
久
）
②
高
橋
正
弘
（
上
小
）

②
飛
鳥
川
俊
郎
（
上
伊
那
）
④
小
山
謙
太
郎
（
須
高
）

⑤
中
村
　
宏
（
諏
訪
）

▲
女
子
・
有
段
者
の
部

①
戸
田
裕
子
（
上
小
）
②
栗
林
　
薫
（
松
本
）

③
浦
野
恵
未
香
（
松
本
）
④
中
村
明
代
（
小
諸
）

⑤
三
石
久
子
（
飯
伊
）

▲
男
子
・
称
号
の
部

①
中
野
栄
治
（
上
小
）
②
平
澤
敏
弘
（
飯
伊
）

③
石
田
　
真
（
飯
山
）

▲
女
子
・
称
号
の
部

①
久
保
田
智
恵
（
上
伊
那
）
②
民
野
千
代
子
（
中
高
）

③
春
原
由
美
子
（
上
小
）

▲
技
能
優
秀
賞

男
子
・
有
段
者
の
部
　
坪
井
　
優
（
飯
伊
）

女
子
・
有
段
者
の
部
　
中
村
明
代
（
小
諸
）

◆
第
７
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会
長
野
県
予
選
会

○
７
月
３
日
　
塩
尻
市
弓
道
場

▲
団
体
男
子

①
長
野
日
大
Ｂ
　
②
長
野
日
大
Ａ

▲
団
体
女
子
（
同
）

①
伊
那
　
②
長
野
日
大
　
③
安
曇
野

▲
男
子
個
人

①
中
村
誠
人
（
長
野
日
大
）
②
大
宮
　
樹
（
長
野
日

大
）
③
黄
　
嘉
一
（
長
野
日
大
）

▲
女
子
個
人
（
同
）

①
小
林
　
萌
（
伊
那
）
②
市
川
瑠
子
（
豊
科
北
）

③
岡
宮
遥
奈
（
長
野
日
大
）

◆
第
９
回
長
野
県
弓
道
大
会
Ｉ
Ｎ
長
野

○
７
月
19
日
　
長
野
運
動
公
園
弓
道
場
１
２
７
名
参
加

▲
中
学
生
個
人
（
一
名
参
加
）

①
広
瀬
　
葉
（
佐
久
東
中
）

大
会
結
果�

上信越弓道大会の風景　

◆
第
50
回
近
県
弓
道
大
会
兼
西
澤
杯
争
奪
弓
道
大
会

○
６
月
12
日
　
山
ノ
内
弓
道
場
（
一
般
の
み
）

▲
個
人
（
参
加
人
数
・
33
名
）

①
安
藤
直
貴
（
須
坂
市
）
②
水
田
明
美
（
駒
ヶ
根
市
）

③
林
　
英
彦
（
中
野
市
）
④
西
澤
　
徹
（
大
町
市
）

⑤
荒
井
孝
芳
（
長
野
市
）

▲
敢
闘
賞
（
賞
外
の
全
員
に
よ
る
射
詰
競
射
）

金
メ
ダ
ル
　
佐
藤
明
次
（
中
野
市
）

銀
メ
ダ
ル
　
土
屋
義
雄
（
中
野
市
）

銅
メ
ダ
ル
　
河
野
利
一
（
飯
山
市
）

▲
金
的
賞

小
山
謙
太
郎
（
須
坂
市
）
・
河
野
利
一
（
飯
山
市
）

杉
山
滋
志
（
駒
ヶ
根
市
）

◆
第
57
回
全
信
州
弓
道
大
会

○
６
月
13
日
　
山
ノ
内
弓
道
場

▲
高
校
男
子
団
体
（
三
人
立
、
37
チ
ー
ム
参
加
）

①
長
野
日
大
Ｆ
（
櫻
井
宏
樹
・
小
杉
竜
二
・
小
山
佑
太
）

②
長
野
日
大
Ｄ
（
北
原
明
典
・
宮
下
祥
海
・
伊
藤
直
紀
）

③
長
野
日
大
Ｈ
（
山
越
昌
幸
・
赤
沼
諒
伍
・
山
本
崇
博
）

▲
高
校
女
子
団
体
（
32
チ
ー
ム
参
加
）

①
立
志
館
Ａ
（
岡
田
摩
美
・
畔
上
ほ
づ
み
・
三
井
田

絢
音
）

②
須
坂
東
Ｂ
（
中
島
彩
花
・
寺
島
久
実
・
滝
沢
友
望
）

③
長
野
日
大
Ｃ
（
竹
内
芽
衣
・
朝
日
佑
美
子
・
海
野

未
樹
）

▲
一
般
個
人
（
８
射
、
参
加
人
数
・
23
名
）

①
飯
田
秀
樹
（
須
坂
市
）
②
安
藤
直
貴
（
須
坂
市
）

③
郷
道
隆
志
（
中
野
市
）
④
土
屋
義
雄
（
中
野
市
）

⑤
石
田
　
真
（
飯
山
市
）

▲
金
的
賞

赤
沼
諒
伍（
長
野
日
大
）・
徳
武
光
春（
中
野
市
）・

増
田
　
亮（
長
野
市
）・
安
藤
直
貴（
須
坂
市
）

観
戦
客
鈴
な
り
の
弓
道
大
会

上
信
越
弓
道
大
会
（
小
諸
）

第
三
十
回
　
丸
子
弓
道
会

弓
道
教
室
開
催
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③
長
幅
政
博
（
下
諏
訪
）
④
原
　
深
雪
（
下
諏
訪
）

⑤
水
田
明
美
（
駒
ヶ
根
）

▲
近
県
・
団
体
の
部

①
駒
ヶ
根
（
湯
澤
幸
司
・
水
田
明
美
・
征
矢
　
憲
）

②
上
田
城
（
小
林
博
正
・
手
塚
信
之
・
川
俣
　
晃
）

③
上
田
高
校
（
相
澤
悠
斗
・
飯
塚
寛
貴
・
金
子
　
周
）

◆
第
50
回
弓
道
須
坂
大
会

○
高
校
の
部
（
８
月
21
日
）
須
坂
市
弓
道
場
　
５
４
６
名

▲
近
的
団
体
（
男
子
）

①
長
野
日
大
Ｈ
（
竹
内
達
哉
・
宮
下
祥
海
・
櫻
井
宏
樹
）

②
中
野
西
Ｃ
（
古
林
　
桂
・
丸
山
　
輝
・
原
　
裕
太
）

③
須
坂
Ａ
（
大
塚
章
平
・
氷
見
公
一
・
森
山
和
紀
）

▲
近
的
団
体
（
女
子
）

①
長
商
Ｃ
（
堀
内
優
奈
・
関
満
莉
菜
・
和
田
莉
佳
子
）

②
吉
田
Ｂ
（
小
林
理
紗
・
田
中
都
萌
・
松
田
梨
江
）

③
長
野
西
Ｂ
（
馬
場
葵
・
西
村
美
里
紀
・
北
村
萌
華
）

▲
近
的
個
人
（
男
子
）

①
竹
内
達
哉
（
長
野
日
大
）
②
宮
下
祥
海
（
長
野
日

大
）
③
赤
池
直
哉
（
屋
代
）
④
酒
井
信
賢
（
長
野
日

大
）
⑤
小
林
和
樹
（
長
野
高
専
）

▲
近
的
個
人
（
女
子
）

①
中
村
友
実
（
長
野
西
）
②
大
日
方
由
佳
（
市
立
長

野
）
③
竹
内
夢
乃
（
屋
代
）
④
宮
川
由
佳
（
長
野
南
）

⑤
松
田
梨
江
（
長
野
吉
田
）

○
一
般
の
部
（
８
月
22
日
）
77
名
参
加

▲
近
的
団
体

①
か
ち
む
し
（
高
橋
正
弘
・
戸
田
裕
子
・
押
金
　
孝
）

②
一
の
会
（
新
津
一
夫
・
棚
田
千
鶴
・
塩
原
静
雄
）

③
上
小
Ｂ
（
高
木
賢
一
・
飛
知
和
明
弘
・
佐
藤
　
忍
）

▲
近
的
個
人

①
武
田
礼
子
（
中
野
土
び
な
）
②
飛
知
和
明
弘
（
上

小
）
③
小
山
謙
太
郎
（
須
坂
Ｏ
Ｂ
）
④
神
田
裕
司

（
中
電
）
⑤
新
津
一
夫
（
一
の
会
）

▲
遠
的
個
人

①
高
橋
正
弘
（
か
ち
む
し
）
②
小
山
謙
太
郎
（
須
坂

※
全
日
本
大
会
県
代
表
者

▲
男
子

平
澤
敏
弘
（
飯
伊
）、
中
村
　
宏
（
諏
訪
）

▲
女
子

栗
林
　
薫
（
松
本
）、
中
村
美
穂
（
上
伊
那
）

◆
安
曇
野
大
会
　
　
　
　
　
８
月
１
日

▲
高
校
団
体
の
部

①
志
学
館
Ａ
（
徳
原
稜
紀
・
波
多
野
萌
・
宮
入
菜
摘
）

②
豊
科
Ｄ
（
野
瀬
絢
香
・
白
澤
佳
奈
・
猿
田
友
梨
）

③
松
商
Ａ
（
青
木
勇
樹
・
五
明
大
季
・
村
山
勇
太
）

▲
高
校
個
人
の
部

①
白
澤
佳
奈
（
豊
科
）
②
津
田
麻
衣
（
松
商
）

③
大
谷
結
子
（
県
ヶ
丘
）

▲
一
般
団
体
の
部

①
池
田
Ｃ
（
吉
野
恒
夫
・
北
川
原
徳
永
・
山
田
銹
二
）

②
池
田
Ｄ
（
久
保
　
肇
・
北
沢
祐
介
・
寺
島
崇
治
）

③
長
野
運
動
公
園
（
本
藤
幸
恵
・
大
原
由
美
子
・
中

島
　
勁
）

▲
一
般
個
人

①
北
沢
祐
介
（
池
田
）
②
河
野
利
一
（
飯
山
）、

久
保
　
肇
（
池
田
）

◆
第
30
回
飯
田
市
中
央
道
沿
線
都
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会

○
８
月
８
日
�

県
営
飯
田
弓
道
場
　
２
８
２
名
参
加

▲
高
校
男
子
・
個
人

①
小
倉
英
明
（
甲
府
工
）
②
三
浦
遼
河
（
弥
生
ヶ
丘
）

③
近
藤
僚
太
（
風
越
）
④
吉
澤
　
匠
（
飯
田
工
）

⑤
野
溝
大
貴
（
赤
穂
）

▲
高
校
女
子
・
個
人

①
白
神
裕
美
子
（
赤
穂
）
②
河
村
　
遥
（
下
伊
那
農
）

③
根
津
真
弓
（
甲
府
商
）
④
小
木
曽
咲
（
下
伊
那
農
）

⑤
川
上
佑
果
（
岡
谷
南
）

▲
一
般
個
人

①
倉
田
宗
夫
（
高
森
）
②
阿
部
直
登
（
弓
魂
）

③
常
盤
三
男
（
松
尾
）
③
藤
澤
敏
子
（
か
ざ
こ
し
）

⑤
渡
辺
恵
里
（
中
津
川
）

▲
団
体
の
部

①
甲
府
工
業
（
小
倉
英
明
・
赤
澤
慶
一
郎
・
宮
下
　
宝
）

②
伊
那
駒
（
柴
　
種
徳
・
前
澤
秀
夫
・
久
保
田
智
恵
）

③
豊
丘
（
三
島
ま
ど
か
・
林
　
玲
子
・
松
枝
敏
広
）

◆
第
56
回
大
町
市
市
制
記
念
県
下
弓
道
大
会

○
８
月
22
日
　
大
町
市
運
動
公
園
弓
道
場
　
１
２
４
名

▲
近
的
・
高
校
団
体
の
部

①
大
町
高
校
Ｇ
（
酒
井
優
太
・
依
田
章
吾
・
高
野
修
一
）

②
豊
科
高
校
Ｂ
（
猿
田
友
梨
・
前
田
聖
也
・
横
山
拓
也
）

③
美
須
々
丘
Ａ
（
座
間
俊
兆
・
宮
田
太
陽
・
小
山
敏
是
）

▲
近
的
・
一
般
団
体
の
部

①
大
町
い
ろ
は
（
竹
山
晴
美
・
西
澤
　
徹
・
牛
越
　
徹
）

②
木
曽
義
仲
Ａ
（
上
田
　
昇
・
野
田
陽
子
・
林
　
義
泰
）

③
木
曽
義
仲
Ｂ
（
黒
石
実
男
・
中
村
憲
司
・
松
原
重
雄
）

▲
近
的
個
人
（
高
校
・
一
般
共
通
）

①
西
沢
　
徹
（
大
町
）
②
松
澤
勇
平
（
穂
高
商
業
）

③
大
日
方
司
（
大
町
高
校
）
④
横
山
哲
也
（
豊
科
高

校
）
⑤
依
田
章
吾
（
大
町
高
校
）

▲
遠
的
個
人
（
高
校
・
一
般
共
通
）

①
西
澤
　
徹
（
大
町
）
②
窪
田
知
恵
（
池
田
）

③
酒
井
優
太
（
大
町
高
校
）
④
吉
野
恒
夫
（
池
田
）

⑤
前
田
聖
也
（
豊
科
高
校
）

◆
第
７
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会

○
８
月
21
〜
22
日
、
明
治
神
宮

▲
男
子
個
人

７
位
　
中
村
誠
人
（
長
野
日
大
中
学
）
８
射
７
中

◆
第
88
回
諏
訪
大
社
御
射
山
奉
射
会

第
60
回
近
県
弓
道
下
諏
訪
大
会

○
８
月
22
日
　
下
諏
訪
町
営
弓
道
場
　
２
２
５
名
参
加

▲
奉
射
（
遠
的
）
の
部

①
中
村
　
宏
（
下
諏
訪
）
②
足
助
　
敦
（
下
諏
訪
）

③
宮
坂
博
之
（
下
諏
訪
）
④
花
岡
の
り
子
（
岡
谷
）

⑤
片
桐
拓
人
（
松
本
美
須
々
ヶ
丘
）

▲
近
県
・
個
人
の
部

①
中
村
　
宏
（
下
諏
訪
）
②
長
澤
克
彦
（
下
諏
訪
）

▲
一
般
団
体

①
尚
弓
会
Ｂ
（
外
山
勇
一
、
飯
塚
邦
洋
、
神
津
明
男
）

②
佐
久
Ａ
（
森
泉
拓
志
、
金
原
　
正
、
増
田
　
亮
）

③
尚
弓
会
Ａ
（
松
倉
　
志
、
飯
田
秀
樹
、
古
澤
金
蔵
）

▲
一
般
個
人

①
飯
塚
邦
洋
（
長
野
）
②
棚
田
千
鶴
（
長
野
）

③
小
池
君
男
（
長
野
）
④
岡
田
宏
之
（
飯
山
）

⑤
高
橋
正
弘
（
上
小
）

◆
第
40
回
県
下
伊
那
大
会

○
７
月
19
日
　
伊
那
市
武
道
館
弓
道
場

▲
団
体
の
部

①
下
農
Ａ
（
北
原
未
来
将
・
小
木
曽
咲
・
関
島
礼
太
）

②
諏
訪
混
合
（
池
上
武
・
原
深
雪
・
内
山
喜
照
）

③
夢C

h
ib
a

（
藤
森
千
友
貴
・
宮
越
幸
・
野
沢
和
樹
）

▲
個
人
の
部
（
高
校
男
子
）

①
野
沢
和
樹
（
夢C

h
ib
a

）
②
宮
下
大
毅
（
赤
穂
）

②
河
西
優
太
（
岡
谷
南
）

▲
個
人
の
部
（
高
校
女
子
）

①
丹
羽
愛
実
（
二
葉
）
②
土
屋
歩
美
（
東
海
大
三
）

②
小
木
曽
咲
（
下
農
）

▲
個
人
の
部
（
一
般
）

①
石
原
　
愛
（
信
大
）
②
足
助
　
敦
（
下
諏
訪
）

③
湯
澤
幸
司
（
駒
ヶ
根
）

◆
長
野
県
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会

兼
第
61
回
全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会

長
野
県
予
選
会

○
８
月
１
日
　
県
営
飯
田
弓
道
場

▲
男
子
（
12
射
）

①
中
村
　
宏
（
諏
訪
）

10
中

②
平
澤
敏
弘
（
飯
伊
）

10
中

③
松
井
幸
彦
（
安
曇
）

９
中

▲
女
子
（
12
射
）

①
山
田
静
香
（
上
伊
那
）
９
中

②
高
山
寿
恵
（
飯
伊
）

９
中

③
栗
林
　
薫
（
松
本
）

７
中
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初
め
て
の
道
場
へ
行
く
と
、
つ
い
扁

額
に
目
が
い
っ
て
し
ま
う
。
書
が
好
き

と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
道
場
の
雰
囲

気
を
醸
す
要
素
に
も
な
っ
て
い
る
。
と

く
に
古
い
道
場
で
味
の
あ
る
扁
額
に
出

会
う
こ
と
が
あ
る
。�

　
地
元
の
こ
と
で
恐
縮
だ
が
、
飯
田
市

営
弓
道
場
に
古
い
扁
額
が
二
つ
掛
か
っ

て
い
る
。�

　
一
つ
は
「
残
心
」
の
文
字
が
主
役
で

あ
る
が
、
そ
の
脇
に
つ
ぎ
の
添
え
書
き

が
あ
る
。�

　
行
射
如
流
水
　
残
心
似
開
花�

宇
野
要
三
郎
先
生
の
言
葉
と
聞
く
が
、

こ
と
に
川
の
流
れ
に
た
と
え
た
「
行
射

ハ
流
水
ノ
如
ク
」
が
イ
メ
ー
ジ
的
に
好

き
で
あ
る
。�

　
も
う
一
つ
は
「
不
発
中
」
（
発
は
異

体
字
が
使
わ
れ
て
い
る
）
。
千
葉
胤
次

先
生
直
筆
の
も
の
で
あ
る
。
読
み
、
解

釈
は
異
論
が
あ
る
が
、
わ
た
し
は
「
発

セ
ズ
シ
テ
中
ル
」
と
読
む
こ
と
に
し
て

い
る
。
会
ま
で
う
ま
く
引
き
納
め
ら
れ

た
と
き
の
中
る
予
感
が
こ
れ
に
通
じ
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
…
。�

　「
離
し
て
み
な
け
り
ゃ
わ
か
ら
な
い
」

の
口
ぐ
せ
か
ら
「
不
発
中
」
へ
、
終
わ

り
の
な
い
た
た
か
い
を
く
り
返
し
て
い

る
。�

　
諸
賢
の
解
釈
を
お
聞
き
し
て
み
た
い
。

ご
投
稿
い
た
だ
け
た
ら
幸
で
あ
る
。�

（
松
澤
英
男
）�

「
ひ
と
り
ご
と
」

「
ひ
と
り
ご
と
」�

「
ひ
と
り
ご
と
」�

弓道合宿予約随時受付中！�

野辺山洗心弓道場�

近的道場　18人立１ヶ所（床暖房完備）�
　　　　　12人立２ヶ所�
遠的道場　１ヶ所�

〒384－1305�
長野県南佐久郡南牧村野辺山1003�
HP : http://www.teisanlodge.com/

ご予約・お問い合わせは  0267－98－2861

Ｏ
Ｂ
）
③
林
　
英
彦
（
土
び
な
）
④
伊
藤
貴
啓
（
善

光
寺
大
仏
）
⑤
石
田
　
真
（
飯
山
）

▲
近
的
点
数
的
団
体

①
尚
弓
会
Ｂ
（
松
倉
　
志
・
外
山
勇
一
・
飯
田
秀
樹
）

②
中
野
土
び
な
Ａ
（
武
田
礼
子
・
郷
道
隆
志
・
土
屋

義
雄
）

③
弦
音
会
（
峰
村
喜
之
・
服
部
理
恵
子
・
長
瀬
辰
彦
）

△
金
的
賞

郷
道
隆
志
（
中
野
土
び
な
）
・
井
ノ
浦
春
香
（
ヤ
ゴ
）

△
花
的

荒
井
孝
芳（
青
空
）・
外
山
勇
一（
尚
弓
会
）・

郷
道
隆
志（
中
野
土
び
な
）・
笠
井
信
夫（
善
光
寺
）・

飯
田
秀
樹（
尚
弓
会
）・
飛
知
和
明
弘（
上
小
）

◆
第
24
回
北
信
地
区
高
校
弓
道
大
会

○
８
月
29
日
　
長
野
運
動
公
園
弓
道
場
　
５
１
０
名
参
加

▲
団
体
男
子
の
部

①
須
坂
東
Ａ
（
小
林
直
樹
・
小
平
健
太
郎
・
篠
塚
亮
太
）

②
長
野
日
大
Ｇ
（
小
山
佑
太
・
伊
藤
直
紀
・
廣
澤
忠
利
）

③
長
野
日
大
Ｈ
（
竹
内
達
哉
・
宮
下
祥
海
・
櫻
井
宏
樹
）

▲
団
体
女
子
の
部

①
長
野
吉
田
Ｃ
（
宮
沢
奈
緒
・
中
沢
　
早
・
小
林
理
紗
）

②
中
野
西
Ｂ
（
宮
�
麻
衣
・
呉
羽
彩
花
・
今
井
優
花
）

③
中
野
立
志
館
Ｂ
（
内
田
百
花
・
関
　
愛
澄
・
三
井

田
絢
音
）

▲
男
子
個
人
の
部

①
遠
藤
融
成
（
長
野
日
大
）
②
小
平
健
太
郎
（
須
坂

東
）
③
宮
下
祥
海
（
長
野
日
大
）
④
澤
田
　
士
（
長

野
日
大
）
⑤
廣
澤
忠
利
（
長
野
日
大
）

▲
女
子
個
人
の
部

①
海
野
未
樹
（
長
野
日
大
）
②
宮
沢
奈
緒
（
長
野
吉

田
）
③
今
井
優
花
（
中
野
西
）
④
宮
川
由
佳
（
長
野

南
）
⑤
市
川
　
聖
（
長
野
女
子
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

五
段
　

篠
　
田
　
恵
　
司

（
73
歳
）

飯
田
市
上
郷
飯
沼
４
６
６
―
２
　

７
月
20
日
ご
逝
去

範
士
十
段
　

�

與
　
祐

（
94
歳
）

岡
谷
市
山
下
町
１
―
１
９
―
７
　

８
月
11
日
ご
逝
去

審
査
合
格
者�

◎
長
野
市
体
協

ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労
賞
（
５
月
21
日
付
）

小
　
林
　
義
　
行
（
弓
道
）

◎
仙
台
定
期
中
央
審
査
（
７
月
２
日
）

▽
教
士
　
久
保
田
　
智
　
恵
（
上
伊
那
支
部
）

◎
特
別
教
員
臨
時
中
央
審
査

（
香
川
　
８
月
９
日
）

▽
六
段
　
増
　
田
　
　
　
亮
（
佐
久
支
部
）

◎
北
信
越
地
区
臨
時
中
央
審
査
（
９
月
11
日
）

▽
錬
士
　
武
　
田
　
礼
　
子
（
中
高
支
部
）


